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Ⅰ．はじめに

経営学における動機づけ理論の支柱として，A. H. マズロー（Abraham Harold Maslow ; 1908−

70）の提唱した 5段階欲求説および自己実現概念がある。これは彼の 1943年論文 A Theory of

Human Motivation「人間動機づけの理論」で明示され1，1954年著書Motivation and Personality

（訳本『人間性の心理学』）で広く知られるようになったものである2。彼によれば，人が生得的

に有する根源的欲求には，生理的，安全，所属と愛，承認，および自己実現の 5つがあり，これ

らが優勢度順に階層を成しているという。このうち自己実現は，学界のみならず実業界でもしば

しば使用される用語であるにもかかわらず，十分に理解されないままに“自己実現とは自己の潜

在能力の発揮である”という誤解が蔓延している。

ところでこの著作は，1970年に改訂版（1987年に改訂版訳書）が出版されているにもかかわ

らず3，研究者の間でもしばしば同一のものとして扱われてきた。例えば 1954年著作から引用し

たとして挙げられている参照頁が 70年改訂版のものであったり，また 1954年著作から引用と表

記しつつ，その実，参照するようにと充てられている訳書の頁が 1970年版訳本のものであった

りすることが間々見られる。確かに出版年こそ違うものの同じ題目の付された著作であることか

ら，この 2冊を区別せずして使うことは大きな問題がないかのようにも見える。ところが当のマ

ズロー本人は，1970年版を「改訂版（revised edition）」と名付け4，その中で次のように述べて

いる。
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「私はこの 16年の間に得た主たる教訓をこの改訂版に含めようとしてきた。これらは非常

に重要なものである。私は，この書を真に拡充した改訂版だと考えている―数多くの書き直

しをしたわけではないもののそう言えよう―というのも，この本を進めていくうえでの論点

を，以下に詳述する重要な点で修正したためである（I have tried in this revision to incorpo-

rate the main lessons of the last sixteen years. These lessons have been considerable. I con-

sider it a real and extensive revision − even though I had to do only a moderate amount of

rewriting − because the main thrust of the book has been modified in important ways which

I shall detail below.）」5。

「自己実現しつつある人に関する私の研究は，非常に良いものとなった…（中略）…ここ

数十年で，十分な実証や支持が積み上げられてきている（My study of self-actualizing per-

sons has worked out very well …（中略）…. Enough verifications and supports have accu-

mulated in the last few decades）」6。

「自己実現しつつある人間について，さらに付け加えたい事柄が，私の「不満」に関する

研究…（中略）…から生まれてきた（Another addition to the description of self-actualizing

people emerged from my study of “grumbles” …（中略））」7。

上記から，彼が改訂版で手を入れた箇所は僅かではあるが，それが非常に重要とする自己実現

に関するものであることがわかる。そこで本稿では，初版と改訂版での自己実現に関する箇所を

比較することにより，マズローの自己実現概念の変容を明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．マズローの研究歴

マズローは，1908年にニューヨークで生まれ，28年ウィスコンシン大学で心理学の勉強を始

めている。33年以降，彼は脳病理学の K. ゴールドシュタインや文化人類学の R. ベネディクト

の影響により，人間パーソナリティ研究や異常心理学についての関心を深める。ベネディクトの

薦めにより，1938年夏，カナダのブラックフット・インディアンに関する調査を行い，その報

告書で，アメリカ人とブラックフット・インディアンのパーソナリティの相違は表面的なもので

あり，それゆえ，人間の有する「生得的」パーソナリティ構造の研究に取り組まねばならないと

彼は書いている8。1941年には，Principles of Abnormal Psychology : The Dynamics of Psychic Illness

を出版，第 4章に「正常なパーソナリティ」を挿入し，正常人の特徴を 12項目挙げている9。こ

れらを整理すると 1943年の基本５欲求の原型をみてとることができる10。

1943年，彼はこれまでの研究を踏まえ，文化の相違の背後に人間に共通して見られる生得

的，基本的欲求が存在し，それらは①生理的欲求，②安全の欲求，③愛の欲求，④承認の欲求，

⑤自己実現の欲求であるとした。その中で，彼は最高次の自己実現の欲求を自己の潜在的なもの

を実現化しようとする欲求とした。また彼はこれら 5欲求が相対的な優勢さの順に組織され，階
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層性をなしているとした。しかし，下位の満たされていない欲求があるのにもかかわらず，自己

実現の欲求が生じるという例外が見られたこと，また，当時，欲求の全てがある程度満たされた

人，すなわち自己実現者が「例外的な存在（the exception）」であり，稀であったことから「自

己実現についてはまだ十分にわかってはいない（we do not know much about self-actualization）」，

「これは研究のための挑戦的な課題として残されている（It remains a challenging problem for re-

search）」と明記している11。

1945年，マズローは自己実現に関する本格的な調査に乗り出す。この研究プロセスを記録し

たものに「GHBノート（GHB Notebook）」がある12。その中で，彼は次のように書いている。

「数年間やきもきしたのち，私は GHB〔筆者注：Goog Human Beingの略称。自己実現者

を指す〕に関する研究を推進し，その研究を一層公式的かつ厳密に行うことを決めた（Af-

ter fussing along for some years, I have decided to dig into GHB research and do it more

formally and rigidly.）。とはいえ，この研究は困難だらけで問題が山積している。そのよう

な現状ではあるが，克服しがたい困難はできるだけ認識するよう努めるとして，兎にかく前

に進もう」と13。

この後，マズローは 1950年に Self-Actualizing People「自己実現しつつある人間」や14，1953

年に Love in Healthy People「健全な人々に見られる愛情」等の論文を公刊し15，彼ら自己実現

者に大凡共通してみられる特徴を提示した。それは他者を受容し，共同社会感情を持ち，自己中

心的に生きるのではなく問題中心的に生きること等であった。そして，彼はこれら 1930年代か

ら 50年代前半までの研究記録を整理し，1954年にMotivation and Personality として出版した。

そして，その 16年後の 1970年に同著改訂版を発行する16。

Ⅲ．1954年初版と 1970年改訂版の比較

（1）被験者となる自己実現者が異なる点について

同著の中で自己実現概念について取り扱った代表的な章は，1954年初版第 12章 Self-

Actualizing People「自己実現しつつある人間」である（1970年改訂版では第 11章）。1954年当

時，彼は，次の人たちを自己実現者（被験者）としていた。それは，精神的な病に侵されていな

いこと，下位 4欲求が満たされているかそれを超克していること，これに加え，自己の有する才

能，能力，潜在性を十分に用いていること等である17。彼は，具体的に次のような人名を挙げて

いる。

1954年当時，自己実現者として当てはまる「事例；

現代人でかなり確実な者 3名と非常に可能性のある者 2名
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歴史上の人物でかなり確実な者 2名（晩年のリンカーンとトマス・ジェファソン）

公人および歴史的人物で非常に可能性のある者 6名（アインシュタイン，エレノア・ルーズ

ベルト，ジェーン・アダムス，ウィリアム・ジェームス，そしてスピノザ）18

部分的に当てはまる者；

現代人で確かに少々の欠点はあるが，それでも研究のために使える者 5名

歴史上の人物で，恐らくもしくは確かに欠点はあるものの，それでも研究のために使用可能

な者 7名（ウォルト・ホイットマン，ヘンリー・ソロー，ベートーベン，F・D・ルーズ

ベルト，フロイト）

潜在性もしくは可能性のある者；

自己実現の方向へと進歩しているように思われる若
�

者
�

2
�

0
�

名
�

に
�

加
�

え
�

，G・W・カーバー，

ユージーン・V・デブス，アルバート・シュヴァイツアー，トマス・イーキンス，フリッ

ツ・クライスラー，ゲーテ」19（傍点は筆者）

初版当時，彼によって自己実現研究の被験者とされていた者たちが，若者 20名を含めた計 50

名程度であったと数えられる。しかし 1970年改訂版をみると，挙げられている被験者たちが大

きく変わっている。

1970年当時，自己実現者として当てはまる「事例；

現代人でかなり確実な者 7名と非常に可能性のある者 2名（面接による）

歴史上の人物でかなり確実な者 2名（晩年のリンカーンとトマス・ジェファソン）

公人および歴史的人物で非常に可能性のある者 7名（アインシュタイン，エレノア・ルーズ

ベルト，ジェーン・アダムス，ウィリアム・ジェームス，シュバイツアー，オルダス・ハ

クスレー，そしてスピノザ）

部分的に当てはまる者；

現代人で確かに少々の欠点はあるが，それでも研究のために使える者 5名

潜在性もしくは可能性のある者：他者によって示唆もしくは研究された者；

G・W・カーバー，ユージーン・V・デブス，トマス・イーキンス，フリッツ・クライス

ラー，ゲーテ，パブロ・カザルス，マルチン・ブーバー，ダニロ・ドルチ，アーサー・

E・モルガン，ジョン・キーツ，デビット・ヒルバート，アーサー・ウェリー，D・T・

スズキ，アドレー・スティーブンソン，ショローム・アレイセン，ロバート・ブラウニン

グ，ラルフ・ウォルド・エマーソン，フレディリック・ダグラス，ジョセフ・シュンペー

ター，ボブ・ベンチリー，イダ・ターベル，ハリエット・タブマン，ジョージ・ワシント

ン，カール・ムエジンガー，ジョセフ・ハイドン，カミユ・ピサロ，エドワード・ビブリ

ング，ジョージ・ウィリアム・ラッセル（A・E），ピエール・ルノワール，ヘンリー・
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ワッズワース・ロングフェロー，ピーター・クロポトキン，ジョン・アルトゲルド，トマ

ス・モア，エドワード・ベラミー，ベンジャミン・フランクリン，ジョン・ミューア，

ウォルト・ホイットマン」20

初版と改訂版を比較すると，変化した点は以下である。（あ）まず被験者数が異なる。1954年

初版当時，若者を含めて 50名程度の被験者数であったが，改訂版では 60名ほどに増えている。

（い）そもそも被験者そのものが大幅に変わっている。例えば，初版では見られなかったオルダ

ス・ハクスレー，パブロ・カザルス，マルチン・ブーバー等（詳細の掴みにくい書き方を種々マ

ズローがしているものの）の新たな被験者名が挙がっている。加えて，初版の「自己実現の方向

へと進歩しているように思われる若者 20名に加え」の文言が改訂版では取り除かれている21。

つまり 1954年当時の被験者 50名ほどのうち，若
�

者
�

2
�

0
�

名
�

のデータの多くが外され22，また改訂

版の 60名のうち，少なくとも 30名ほどが被験者たちとして新たに加えられているのである。こ

れについて，マズローは次のように改訂版にて説明する。

「自己実現に関する第 11章〔筆者注：1954年初版では第 12章に相当〕において，私は，

その概念をまさに年配の方々だけに限定することにより，混乱の源の一つを取り除いた。私

が用いた基準によれば，自己実現は若い人には生じない。少なくとも我々の文化では，若者

はまだアイデンティティを確立していないし，自律にも達していない。忍耐，忠誠，ロマン

チックの後にある愛情関係を経験するのに十分な時間も経てはいない。若者は通常，自己の

天命も，彼ら自身を捧げるという喜捨についても気付いてはいない。自分自身の価値体系も

理解しておらず，完全という幻想から距離を置き，それゆえ現実的になること（他者への責

任，災難，失敗，達成，成功）についての十分な経験も積んではいない。死を安らかに受け

入れることも通常は出来ていない。どの様にして忍耐を学ぶのかについても，自分自身およ

び他者に内在する同情せざるを得ない悪というものについても十分知ってはいない。両親や

年配者，力や権力に対する両極的感情を経験し終える程の時間も経てはいない。賢くなるた

めの可能性の門戸を十分に開くための知識や教育を得ることもまだまだであり，公に徳を実

践することについて，人気を得られないとしても，恥ずかしいと感じることもなく，それを

行なうほどの十分な勇気を会得することも，通常，若者はできていない」と23。

（2）1954 年初版には見られない用語や概念について

ところで同著の中で自己実現者たちについて記述されている箇所を見ていくと，54年初版で

は見られず，70年改訂版になって補足されている幾つかの用語があることに気付く。これら初

版には含まれず，1970年改訂版の中に盛り込まれた概念には，以下のようなものがある。
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（A）「至高経験（peak experience）」と 2種類の自己実現人

例えばマズローは，70年改訂版になって次のような文章を付け加えている（つまり，以下の 3

箇所の引用文は，54年初版には見られない）。

自己実現という「1935年に初めてこの研究に取り組みだして以来（今なお継続中だが），

私は，「至高経験者」と「非経験者」の間に見られる相違に初めて気付いた時よりも，より

強くこの点を重視するようになってきている（I have learned through the years since this

study was first begun in 1935（it is still going on）to lay far greater stress than I had at first

on the differences between “peakers” and “nonpeakers.”）。これは，程度や量の違いによる

ものであろうが，しかしこれが非常に重要な違いなのである。それらに関する調査結果の幾

つかは，参考文献の 315に詳述してある。簡潔に言うならば，私は，至高経験のない自己実

現者（the nonpeaking self-actualizer）が，実務的，能率的な人間であり，世の中において中

胚葉型として生活しており，物事を上手に行なうことに長けていると現時点では述べておき

たい。至高経験者もまた存在の領域で生きているように見える（Peakers seem also to live

in the realm of Being）。それとは，詩，美学，シンボル，超越，神秘的な「信条」，個人

的・非制度的な方法，そして最終経験の世界である。…（中略）…「単に健康なだけの」至

高経験のない自己実現者は，社会生活の改善者，政治家，社会における労働者，改革論者，

改革運動者であることが見受けられるが，他方，超越した至高経験者は，詩や音楽を書いた

り，哲学，宗教を語る傾向がより強く見られる」24。

「私たちは，「成長価値」といったものがあることを主張したい。それは生存することは良

いということだけではなく，十全たる人間性，その人の潜在性を具現化させていくこと，一

層の幸福・平静さ・至
�

高
�

経
�

験
�

，超越（参考文献 317），現実をより豊かかつ正確に認知する

こと等の方へと歩んでいくことが望ましいとするものである（好まれ，選択され，有機体に

とって良いことなのである）。」25。（傍点は筆者）

「この経験は，十分に科学の範疇内にある自然なものであるため，私はこれを至
�

高
�

経
�

験
�

と

呼んでいる（Because this experience is a natural experience, well within the jurisdiction of

science, I call it the p
�

e
�

a
�

k
�

e
�

x
�

p
�

e
�

r
�

i
�

e
�

n
�

c
�

e
�

）」26。（傍点は筆者）

このように 1954年には見られなかった「至高経験」なる用語が，1970年改訂版では頻繁に見

られるようになる。他の箇所としては，改訂版 p. xv.（87年訳本 xxix頁），同 p. 73.（87年訳本

113頁），同 p. 99.（87年訳本 147頁）等を参照のこと。

（B）「メタ欲求（metaneeds）」，「メタ動機づけ（metamotivation）」，「存在価値（Being-values）」

次の 2箇所の引用は，54年初版にも見られるものの，70年改訂版になってから加筆がなされ
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た文言である。加筆された部分には，下線を引いておく。

「彼らの動機づけはその質の面において全く違ったもの，つまり，安全や愛や尊敬という

通常の欲求とは全く異なるもので，それらは同じ名前でさえ呼ばれるべきではない（それ

故，私は自己実現している人々の動機づけを述べるのに「メ
�

タ
�

欲
�

求
�

」という言葉を提案し

た）。もし愛に対する願望が欲求と呼ばれるなら，自己実現への駆りたては，欲求とは異な

る別の名前で呼ばれるべきである。というのも，非常に多くの異なる特性が見られるためで

ある（their motivations change in quality so much and are so different from the ordinary

needs for safety or love of respect, that they ought not even to be called by the same name.

（I have suggested the word “m
�

e
�

t
�

a
�

n
�

e
�

e
�

d
�

s
�

” to describe the motivations of self-actualizing peo-

ple.）If the wish for love be called a need, the pressure to self-actualize ought to be called by

some name other than need because it has so many different characteristics.）」27。（傍点は筆

者）

「自己実現者は，平均的な市民のように欠けている基本的欲求の充足を探し求めていると

いうよりも，むしろ明らかに自己充足的で，価値を楽しみ（v
�

a
�

l
�

u
�

e
�

-
�

e
�

n
�

j
�

o
�

y
�

i
�

n
�

g
�

），自己完成の生

活を営んでいるかのようである。すなわち，欠乏に動機づけられているというよりも，成長

動機づけ，またはメ
�

タ
�

動
�

機
�

づ
�

け
�

（or m
�

e
�

t
�

a
�

m
�

o
�

t
�

i
�

v
�

a
�

t
�

i
�

o
�

n
�

）によるのである。そのため，彼らは自

分自身であり，発達し，成長し，成熟し続けているのである」28。（傍点は筆者）

また以下の文言も，初版では見られず 1970年改訂版のみに見られるものである。

「メ
�

タ
�

欲
�

求
�

または存
�

在
�

価
�

値
�

（参考文献 293，314）が危険に曝されることは，高度に成熟し

た個人にとっては脅威となりえよう（danger to the m
�

e
�

t
�

a
�

n
�

e
�

e
�

d
�

s
�

or B
�

e
�

i
�

n
�

g
�

-
�

v
�

a
�

l
�

u
�

e
�

s
�

（293, 314）

can be threatening to the highly matured person）。」29。（傍点は筆者）

更なる「メタ欲求」に関する確認は，改訂版 p. xiii.（87年訳本 xxvii頁），同 p. xiv.（87年訳本

xxviii頁）等を参照のこと。「存在価値」に関する確認は，改訂版 p. 73.（87年訳本 113頁）を参

照のこと。

（C）「B愛情（B-love）」30

1970年改訂版になって見られるようになった別の用語として「B愛情」がある。次の文章

は，初版では見られず改訂版のみに見られるものである。

「自己実現的な愛，ないし B
�

愛
�

情
�

とは，差し控えたり抑制することなしに，全くもって己
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を喜捨する，差し出す，そのような傾向のことなのである。（Self-actualizing love, or B
�

-
�

l
�

o
�

v
�

e
�

,

tends to be a free giving of oneself, wholly and with abandon, without reserve, withhold-

ing,）」31。（傍点は筆者）

「他者の存在に対する私心のない愛や賞賛（B
�

愛
�

情
�

）（disinterested love and admiration for

the Being of the other（B
�

-
�

l
�

o
�

v
�

e
�

）.）」32（傍点は筆者）

「他者の存在に対する最も純粋な愛情―B
�

愛
�

情
�

―は，何人かの年配者たちの間に見られる

（the purest love for the Being of the other − B
�

-
�

l
�

o
�

v
�

e
�

− is found in some grandparents.）」33。

（傍点は筆者）

初版にはないこれらの用語や概念は，後年におけるマズローの自己実現概念の中核をなすこと

に注意すべきである。それらは，主に彼の 1959年論文 Cognition of Being in the Peak Experi-

ences「至高経験における存在の認識」以降のものである34。人は“至高経験”を通じて35，存在

それ自体が固有する真・善・美・全体性・完全性・独自性・豊饒で素朴であること等の諸側面か

ら成る一つの総体を認識し36，そのような“存在価値”を体現化しようとするものであるとマズ

ローはする37。この一つの行為として“B愛情”が観察される，と38。

すなわち人は，自己中心的な欲求（生理的，安全，愛と所属，承認などの欠乏欲求）だけでな

く，非自己中心的な存在価値を充足したいとする“メタ欲求”にも動機づけられる（つまり“メ

タ動機づけ”られる）39。そのようなメタ欲求を志向する人々を自己実現者と彼はした。さらに

マズローは，“存在価値”の認識へ導く至高経験をもつ自己実現人（＝Z理論）と，至高経験は

もたないが愛他的な行動を示す自己実現人（＝Y理論）とに二分した40。

このように彼は後年，「自己実現の再定義（REDEFINITION OF SELF−ACTUALIZATION）」

をしていることに留意されたい41。すなわち初版では見られず，70年改訂版になって加えられた

これらの用語は，後年のマズロー自己実現概念を理解する上で不可欠なものである42。

Ⅳ．むすびにかえて

マズローの著書Motivation and Personality の初版と改訂版を比較することにより，次のこと

が銘記されるべきである。

（α）初版と改訂版では，研究対象となった自己実現人のデータが質量ともに異なること。

（β）初版だけでは，彼の主張する自己実現概念は十分に把握できないこと。むしろ，1943年

論文で示された利己的な意味が色濃く反映しているために，自己実現概念について誤解が生

じ得ること。

ただし，これにより私は 1954年初版が無意味な著作であるとは主張しない。そうではなく，
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1954年初版だけを読んで，彼の自己実現概念の全体像を掴むことは困難であるという点を本稿

では指摘するまでである。
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箇所が幾つも見られる。例えば，54年初版原本 p. 200.（71年訳本 p. 224）でも 70年改訂版原本（p.

150）でも 3000人ほどの大学生を調査したMaslowが記録しているのに対し，70年改訂版の 87年訳本で
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24 1970 Motivation ., p. 165.（87年訳本 247−248頁）ただし，誤訳があることに注意されたい。

25 1970 Motivation ., p. 104.（87年訳本 155頁）

26 1970 Motivation ., p. 164.（87年訳本 247頁）

27 1970 Motivation ., p. 134.（87年訳本 198頁）（1954 Motivation ., p. 183.（71年訳本 205頁）と比較され

たい。）

28 1970 Motivation ., p. 233.（87年訳本 357頁）（1954 Motivation ., pp. 295−296.（71年訳本 323頁）と比較

されたい。）

29 1970 Motivation ., p. 111.（87年訳本 166頁）

30 B-loveの実例については，Lowry, R. J., The Journals of A. H. Maslow, VolumeⅡ, C. A. : Brooks/Cole

Publishing Company., 1979., p. 1176. を参照のこと。

31 1970 Motivation ., p. 183.（87年訳本 277頁）

32 1970 Motivation ., p. xxiv.（87年訳本 xxxxii頁）

33 1970 Motivation ., p. 183.（87年訳本 276頁）

34 Maslow, A. H., “Cognition of Being in the Peak Experiences”., Journal of Genetic Psychology ., 94., 1959.,

pp. 43−66.

35 Maslow, A. H., Toward a Psychology of Being（Second Edition）., Van Nastrand Reinhold Co. Inc., 1968.,

p. 73.（上田吉一訳『完全なる人間［第 2版］』誠信書房，1998年, 92頁。以下 Toward 2 nd Edition と略

記する）

36 Toward 2 nd Edition ., p. 83.（訳本 105−106頁）

37 Toward 2 nd Edition ., pp. 101−102（訳本 128−130頁）

38 Toward 2 nd Edition ., pp. 42−43.（訳本 53−54頁）

39 Maslow, A. H., “A Theory of Metamotivation : The Biological Rooting of the Value-Life”., Journal of Hu-

manistic Psychology ., 7., No. 2., 1967, p. 102. を参照のこと。

40 Maslow, “A. H., Theory Z., Journal of Transpersoual Psychology”., l., No. 2., 1969, pp. 31−47.

41 Toward 2 nd Edition ., p. 97.（訳本 123頁）

42 ところで，松山一紀氏（現・近畿大学経営学部教授）2014年著作『日本人労働者の帰属意識―個人と

組織の関係と精神的健康―』の第 4章では，かなりの頁を割いてマズロー理論の内容が紹介されている。

これは同理論の正当な評価を行う上で，注目されてよい論考ではある。しかしながら，①マズロー

（1954）の邦訳書として，当該 1954年初版のものを使用すべきであるにも拘わらず，1970年改訂版の邦

訳書が用いられていること（邦訳書の取り違え），②「Maslow, 1954」という原著表示にも拘わらず，そ
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の引用に際し，当該箇所の原著ページを一切記していないこと，③マズローが 1954年に主張していない

用語や概念が，1954年に主張したとされていること等，学術書としての大きな瑕疵を有するものであ

る。具体例を挙げていこう。

例示（イ）：松山著作 95頁，上から 13行目以下での引用箇所について；松山氏は，次のように書いて

いる。これは「前述したマズローの表現を借りれば，「現実を正確に，効果的に知覚する」（Maslow,

1954；邦訳，1987, 228頁）ことであり，従来の精神的健康観の基礎として位置付けられてきた」，と。

→ここでの引用文は，学術書として致命的である。すなわち，松山著作では，マズロー（1954）の邦訳

書として，本来，小口忠彦監訳『人間性の心理学』（産業能率短期大学出版部，1971年）を充てるべきと

ころを，1970年に出版された改訂版Motivation and Personality（2nd. ed.）の邦訳書：小口忠彦訳『［改

訂新版］人間性の心理学』（産能大学出版部，1987年）を充てているからである（松山の著作第 4章の参

考文献欄（105頁）を確認されたい）。これと同様の誤りは，同著 79頁，80頁，104頁に加え，松山の他

の著作でも見られる。このような邦訳書の誤った取り違えは，真摯な態度でマズロー研究が行われていな

いと評されても抗弁できない。

例示（ロ）：松山著作 82頁，上から 19行目以降について；「主観的経験が非常に豊かで，至高体験と言

われるような神秘的経験をもつものが多い。こうした経験は，基本的で，活力を与え，生き生きとさせて

くれるような喜びを与えてくれる（同上〔筆者注；Maslow, 1954；邦訳，1987年の〕245頁）。」，と。

→ここで松山が 1954年にマズローが述べたと示す「至高体験」なる言葉（原文では peak experience）

は，本稿で見てきたように，原著初版（1954）には存在しない。改訂版である 1970年版でのみ挙げられ

ている用語であることに留意されたい。これは，原著をしかるべく読んでいないことの証左にほかならな

い。

マズローを幾らかでもかじった研究者であれば，書名が同じMotivation and Personality であっても，

1954年初版と 1970年改訂版とでは，その様相はかなり異なるものであることを承知していなくてはなら

ない（1970年改訂版では，ゆうに 500箇所以上に及ぶ加除修正等が施されている）。従って，1954年初版

の邦訳書として，1970年改訂版の邦訳書を充当し，かつ，そのことの注記を何ら付さずに平然と利用す

ることは，学術書としては許されない行為である。

以上のように，マズロー理論を考察した松山著作は一見意欲的な様相を呈しているとはいえ，その論述

には学術書として基本的なルールの喪失が見出される。原著を熟読せず，邦訳書すらも取り違えながら表

層的な見解をどれだけ披瀝しようとも，経営学の発展に何も寄与しないばかりか，かえって発展の阻害と

さえなる。
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